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１．概要（Summary） 
 癌の基礎研究や治療において、血管への浸潤や転移

を評価することは非常に重要である。特に、毛細血管

を構成する血管内皮細胞は、癌細胞との相互作用の解

明が注目されている。そこでヒト血管内皮細胞

（HUVEC）にin vitroで血管模倣構造を構築させ、そ

の中へ癌細胞が浸潤していく様子を共焦点顕微鏡を

用いて観察する。 
 

２．実験（Experimental） 
 マウス基底膜抽出物（Matrigel）をコートした培養

皿に、赤色蛍光標識した HUVEC を播種して一晩培養

させることで、血管模倣構造を構築させる。その後、

緑色蛍光標識した癌細胞を播種して、血管模倣構造と

の相互作用を共焦点レーザー顕微鏡システム(A1Rsi-N）

を用いて継時観察する。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 癌細胞（緑）は血管模倣構造（赤）内に多数侵入し

ており、癌細胞の浸潤の様子が観察できた（Fig.1 参

照）。 
また、浸潤性挙動が見られるまでの時間を観察する

と、血管模倣構造と癌細胞の距離が近ければ近いほど、

早期に浸潤が開始することも判明した。 
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Fig.1 Confocal microscopic images of cancer cell (green) invasion of 
HUVEC network (red).
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HUVEC network after 24 h co-culture
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